
令和８年３月公表

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 「児童主体の多様な学びを実践できた。」と回答した教員が８５％以上 4 「自分で学び方を選択して学ぶことが正しい。」と回答した児童が８５％以上

3 「児童主体の多様な学びを実践できた。」と回答した教員が８０％以上 3 「自分で学び方を選択して学ぶことが正しい。」と回答した児童が８０％以上

2 「児童主体の多様な学びを実践できた。」と回答した教員が７０％以上 2 「自分で学び方を選択して学ぶことが正しい。」と回答した児童が７５％以上

1 「児童主体の多様な学びを実践できた。」と回答した教員が７０％未満 1 「自分で学び方を選択して学ぶことが正しい。」と回答した児童が７５％未満

4 「児童の探究的な学びを実践した」と回答した教員が８０％以上 4 「自分の知りたいことを本やインターネットを活用して調べながら学ぶことが楽しい」と回答した児童が８０％以上

3 「児童の探究的な学びを実践した」と回答した教員が７０％以上 3 「自分の知りたいことを本やインターネットを活用して調べながら学ぶことが楽しい」と回答した児童が７０％以上

2 「児童の探究的な学びを実践した」と回答した教員が６０％以上 2 「自分の知りたいことを本やインターネットを活用して調べながら学ぶことが楽しい」と回答した児童が６０％以上

1 「児童の探究的な学びを実践した」と回答した教員が６０％未満 1 「自分の知りたいことを本やインターネットを活用して調べながら学ぶことが楽しい」と回答した児童が６０％未満

4 日頃からいじめ見逃しゼロに取り組み、学校生活アンケートをもとに児童との相談を行った教員が８５％以上。 4 学校生活アンケートで、「困ったときなどに先生やまわりの大人に相談できた。」と回答した児童が８５％以上。

3 日頃からいじめ見逃しゼロに取り組み、学校生活アンケートをもとに児童との相談を行った教員が８０％以上。 3 学校生活アンケートで、「困ったときなどに先生やまわりの大人に相談できた。」と回答した児童が８０％以上。

2 日頃からいじめ見逃しゼロに取り組み、学校生活アンケートをもとに児童との相談を行った教員が７５％以上。 2 学校生活アンケートで、「困ったときなどに先生やまわりの大人に相談できた。」と回答した児童が７５％以上。

1 日頃からいじめ見逃しゼロに取り組み、学校生活アンケートをもとに児童との相談を行った教員が７５％未満。 1 学校生活アンケートで、「困ったときなどに先生やまわりの大人に相談できた。」と回答した児童が７５％未満。

4 学級活動（１）を通し、「様々なことに挑戦できる基盤となる親和性の高い人間関係形成力を育むことができた。」と回答した教員が８５％以上。 4 学年や学級の中で「自分の考えを安心して発信し、友達と考えを深めることができた。」と回答した児童が８５％以上。

3 学級活動（１）を通し、「様々なことに挑戦できる基盤となる親和性の高い人間関係形成力を育むことができた。」と回答した教員が８０％以上。 3 学年や学級の中で「自分の考えを安心して発信し、友達と考えを深めることができた。」と回答した児童が８０％以上。

2 学級活動（１）を通し、「様々なことに挑戦できる基盤となる親和性の高い人間関係形成力を育むことができた。」と回答した教員が７５％以上。 2 学年や学級の中で「自分の考えを安心して発信し、友達と考えを深めることができた。」と回答した児童が７５％以上。

1 学級活動（１）を通し、「様々なことに挑戦できる基盤となる親和性の高い人間関係形成力を育むことができた。」と回答した教員が７５％未満。 1 学年や学級の中で「自分の考えを安心して発信し、友達と考えを深めることができた。」と回答した児童が７５％未満。

4 「地域の多様な人材を活用した授業を行い、多様な個性を尊重し合える関係づくりができた。」と回答した教員が８５％以上。 4 「地域の人との交流をとおし自分も相手も大切し、多様な個を尊重していきたい。」と回答した児童が８５％以上。

3 「地域の多様な人材を活用した授業を行い、多様な個性を尊重し合える関係づくりができた。」と回答した教員が８０％以上。 3 「地域の人との交流をとおし自分も相手も大切し、多様な個を尊重していきたい。」と回答した児童が８０％以上。

2 「地域の多様な人材を活用した授業を行い、多様な個性を尊重し合える関係づくりができた。」と回答した教員が７０％以上。 2 「地域の人との交流をとおし自分も相手も大切し、多様な個を尊重していきたい。」と回答した児童が７０％以上。

1 「地域の多様な人材を活用した授業を行い、多様な個性を尊重し合える関係づくりができた。」と回答した教員が７０％未満。 1 「地域の人との交流をとおし自分も相手も大切し、多様な個を尊重していきたい。」と回答した児童が７０％未満。

4 「地域の教育資源を活用し、児童が生涯に渡って学び続ける機会を年に1回以上作った。」と回答した教員が９０％以上 4 「”ホンモノ”に触れ、新しいことに挑戦してみようかなと思えた。」と回答した児童が９０％以上

3 「地域の教育資源を活用し、児童が生涯に渡って学び続ける機会を年に1回以上作った。」と回答した教員が８０％以上 3 「”ホンモノ”に触れ、新しいことに挑戦してみようかなと思えた。」と回答した児童が８０％以上

2 地域の教育資源を活用し、児童が生涯に渡って学び続ける機会を年に1回以上作った。」と回答した教員が７５％以上 2 「”ホンモノ”に触れ、新しいことに挑戦してみようかなと思えた。」と回答した児童が７５％以上

1 地域の教育資源を活用し、児童が生涯に渡って学び続ける機会を年に1回以上作った。」と回答した教員が７５％未満 1 「”ホンモノ”に触れ、新しいことに挑戦してみようかなと思えた。」と回答した児童が７５％未満。

★重点計画の概要

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

近隣の施設との交流は大切なことであ
り、その貴重な機会を、一度限りのも
のとせず、どうやって継続していける
か、一緒に考えていきたい。七生緑小
は、近隣の教育機関との交流がよくで
きていて、素晴らしい。今後も幼稚
園、保育園、小中学校、特別支援学校
との交流を続けてほしい。

近隣の幼稚園・保育園、特別支援学
校、中学校との交流や、あしながレイ
ンボーハウスの外国人との交流を通し
て、多様性を認め合うことの大切さを
実感できた。さらに交流を深め、より
よいものにするために実施時期や方
法、回数を見直し、改善しながら継続
していく。

"ホンモノ”の学びの
推進

児童一人一人が、様々な”ホ
ンモノ”に触れる経験をとお
し、自ら「新しいことにチャ
レンジしてみよう」という気
持ちをもてるようにする。

⑥地域の多様な人材である近隣の大学の学生
から”ホンモノ”の知識・技能を学ぶ中で、
生涯に渡って学びに向かう態度を育成する。

3 3

”ホンモノ”に触れる体験は、ぜひ進
めていただきたい。ただ、その方策が
地域の人材の大学生となっており、限
界はある。幅広い”ホンモノ”と触
れ、”ホンモノ”と触れることを、一
度限りのものとせず、いかに継続して
いけるか。一緒に考えていきたい。そ
れと同時にこれまでの地域の教育資源
も大いに活用してほしい。

野球選手、アニメーター、助産師等、
多様なゲストティーチャーを招いての
授業を実施する中で、児童は新たな気
付きや、感動を得られた。今後も、地
域の教育資源を大切にしながらも、そ
の裾野を広げ、多様な”ホンモノ”と
の出会いを実践していく。

地域をステージとする
学びの充実と幼保小
中・特別支援学校との
持続可能なつながりに
よる一貫した教育活動
の充実

地域をステージとする学びを
充実させ、幼稚園・保育園、
近隣の小中学校、七生特別支
援学校とともに地域共生社会
を築くべく、各園・学校との
つながりを重視したによる教
育を展開する。

⑤近隣の幼稚園・保育園や小中学校、七生特
別支援学校、あしながレインボーハウス等と
の交流をとおし、共生社会の一員として自分
も相手も大切にしたいという多様な個を尊重
する心を育成する。

3 4

　社会と
未来に開
き、みん
なでつく
る

児童の成果指標が低く、アンケートで
の質問文を工夫して、原因をより深く
探っていけるようにする。年間２回の
アンケートだけではなく、日頃の子供
たちの言動に注意をしていただきた
い。また、子供は困った時に、周りの
大人に相談することが苦手との傾向が
見られる。大人は、子供の発するSOS
に気付いてあげることが必要である。

本校の大きな課題である。児童からの
相談しやすい環境にしていくために休
み時間等の時間を利用して大人との関
わりの機会を増やす。また、児童一人
一人の様子をしっかりと観察すること
で、自分から相談や訴えることが難し
い児童の思いを汲み取ることができる
ようにし、児童の悩みやニーズを引き
出す対話を大切にしていく。

特別活動を基盤として互いに
思いやり助け合う態度を育
て、様々な人とかかわる体験
を重ねることにより、自他
の”いのち”を大切にすると
ともに、様々なことに安心し
て取り組める自己肯定感を高
める教育活動を実践する

④「学習指導要領における「特別活動　学級
活動（１）」を中心に教員は研鑽を重ね、全
学級で学級会を実践する中で、児童が安心感
をもって自分の考えを伝えたり、相手の考え
を受け入れたりする合意形成力、”折り合い
力”を高め、様々なことに挑戦できる基盤と
なる親和性の高い人間関係形成力を育む。

4 3

児童が安心感をもって自分の考えを伝
えたり、相手の考えを受け入れたりす
るような場面は、「学級会」だけで成
立するかは疑問である。気軽な雑談の
ような場を繰り返し設定した方が良い
のでは。子供たち同士の「ホンネのぶ
つけ合い」を、その後の関係に引きず
らないような形で、いかに行うのかが
大切である。

校内研究で「学級会」に取り組んだこと
で、自分の考えを表現したり、友達の考
えを受け入れたりすることができるよう
になってきた。今後は、異なる意見につ
いて安易に妥協することなく、粘り強く
検討したり、より多くの人の意見を反映
させたりするためにはどうすればいいか
を、対話や議論をとおして深められる機
会を各教科等や日常生活の中で実践して
いく。

児童の心身の状況把握に努め
るために学校生活アンケート
を定期的に実施し、児童が学
校生活を楽しく安心して、過
ごせるようにする。

③日頃から児童の変化を察知するとともに、
学校生活アンケートを年３回実施し、いじめ
の未然防止、早期発見を図る等「いじめ見逃
しゼロ」を目指す。いじめが発生した場合
は、学校いじめ防止基本方針に従って、いじ
め対策委員会を中心に、迅速かつ的確に組織
的対応・解決を図る。

4 1

　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

すべての”いのち”が
輝き、よろこびあふれ
る未来をひらく教育の

推進

学校公開で授業を拝見し、一方通行ではな
いスタイルが定着していることを感じた。
「自分で学び方を選んで学ぶことが楽し
い」の回答が９０％を超えているのは良
い。児童主体の学びが実践できているこ
と、自ら課題を見付けて取り組もうとする
姿勢が育っている。ただ、どの子たちも楽
しく学び続けられるためには、どうすれば
良いか、考え続けていただきたい。

児童自らが自分に合った学び
方を選択し、多様な個と考え
を創造したり、日常の事象や
授業で学んだこと等から課題
を見付け、探究的な学びを実

践する。

自分で学び方を選択することが苦手な児童
には、教師が学び方をいくつか提示した
り、単元ごとにおすすめの学び方を伝えた
りしながら選択できる安心感を与えてい
く。その安心感の中で、自らにあった学び
方を選択し、楽しく学び続けられるように
教師が適切なタイミングで介入していく。
さらに親和性の高い学年学級集団の中で学
びを進めていけるようにする。

②情報メディアセンター「みどりルーム」に
おいて、一人１台端末と図書を有効的に活用
し、自ら設定した探究課題を解決する力を育
む。さらに読み聞かせや読書ルーム・情報活
用センターとして活用し、読書活動の充実を
図り豊かな情操を育む。

4 4

みどりルームというハードウェアの活
用が進み、今後は子供たちの発想を取
り入れたデザインやソフトウェアが進
化することを期待する。そのためにも
児童を意識した環境整備や、利用方法
の検討をさらに行ってもよいのではな
いか。

みどりルーム活用の意識付けはできたこと
を踏まえ、今後はより探究学習を中心に情
報センターとしての役割を果たしていける
ようにする。また、学ぶことに意欲をもて
ない児童のための学習漫画の導入や、児童
主体のコーナー作りなど、子供たちの発想
を募り、自分たちでみどりルームのをアッ
プデートさせていくことで、誰もが居心地
よく主体的に学べる場への発展を目指す。

評価点

①各学年・学級で単元全体もしくは１時間の
授業で育みたい資質・能力に合った児童主体
の多様な学びを実践する。

4 4

一人一人を大切にした
多様な学びの実現

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

評価点

〇すべての“いのち”を守り、育む教師 　　○子供一人一人を大切にした親和性の高い温かい学級をつくる教師（特別活動の充実）　　〇柔軟な学び方・学ばせ方を大切にした教育活動を展開する教師（多様な学びの実践） 〇児童の将来を見据え特別支援教育にかかわる知識・技能を身に付けようとする教師　　○授業力向上のため研鑽を重ねる教師　　○保護者、地域の人や同僚・組織とつながり、対話を基盤とした親和性のある教育活動を展開できる教師 〇教育公務員として全体の奉仕者である自覚をもち、服務規律を遵守できる教師

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

「みどりプロジェクト～探究と“ホンモノ”の学び」 　学年学級の中での親和性の高い人間関係を基盤に、様々なことに対し意欲的に挑戦できる学校をつくる。 〇情報メディアセンター「みどりルーム」を活用した探究的な学びの充実 〇近隣大学等、地域リソースを活用し児童が“ホンモノ”から学びを得る活動の充実 〇親和性の高い人間関係形成力を育むための基盤となる特別活動の充実（校内研究）

【目指す教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

結果の分析と改善策

多様な個性を尊重し、一人一人が輝く児童の育成

　　　　　　　　令和7年度　日野市立七生緑小学校経営重点計画　　　　　　　　　　　　 自己評価シート　

★学校教育目標

【目指す児童・生徒像】

【目指す学校像】　　

◎やさしい子　　 ○かしこい子　　○たくましい子

個性を発揮し合い子供が主役の楽しい学校


